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Abstract：In the United States, recently the use of soybeans as an energy 
source has drawn attention. It is concerned in Japan that if the use of soybeans 
for energy keeps increasing, not only the price of conventional soybeans, which 
is used for soybean oil, but also the price of non-genetically modified organism 
(Non-GMO) soybeans, which is consumed for food, will increase. This paper 
examines the price relationships between the non-GMO and conventional 
soybean prices, and energy prices such as those of crude oil and ethanol using 
the cointegration methods. The results suggest that the prices of the non-GMO 
and conventional soybeans do not have price relationships with those of the 
energy prices. This implies that the non-GMO and conventional soybean 
markets are not affected by the energy markets.  
Key Words：non-GMO soybeans, conventional soybeans, crude oil, ethanol, 
cointegration 
                                                     








るという利点があるからだと言われている（Detre et al.,  2011）。                   
 一方、アメリカから大量に大豆を輸入している日本では、遺伝子組換え大豆に対する消費者の


















                                                     
1 図 1は USDA (U.S. Department of Agriculture) のホームページを参考に筆者が作成。 

















































                                                     















 データに関しては、エタノールの先物取引が開始されたのは 2005年 3 月以降であるため、2005





表２ データの記述統計   
      
     








まずこれを検証するために、予備検定として Augmented- Dickey-Fuller（ADF）（Dickey and 
Fuller, 1981）及び Phillips-Perron（PP）（Phillips and Perron, 1988）検定を実施する。ど
ちらの検定でも各時系列データが単位根を持つという帰無仮説を検定する。次にこの検定結果を
踏まえて各価格間の共和分を Engle and Granger（EG）（Engle and Granger, 1987）及び Phillips 
                                                     
3 一般にアメリカでは大豆１メトリックトンは約 36.74 ブッシェルであるため、これを用いて変換している。さらに
OANDA社が提供している円ドル為替変換レートの日次データを使って円建て大豆価格を米ドル建てに変換している。 
価格データ サンプル数 平均 標準偏差 最大値　 最小値
非遺伝子組換え大豆 287 2.546 0.309 3.310 2.079
一般大豆 287 2.402 0.260 3.003 1.993
原油 287 4.264 0.260 4.979 3.527
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and Ouliaris（PO）（Phillips and Ouliaris, 1990）の共和分検定によって検証する。これらの
共和分検定ではまず変数間の関係を最小二乗法（OLS）で推定し、それによって得られた OLS 残
差が定常かどうかを単位根の検定によって検証するため、残差に基づく共和分検定


















                                                     
4 EGと POの共和分検定の主な違いは、この OLS残差を検定する際に ADF単位根検定を使うか PP単位根検定を使うかに
ある。ADF検定を使うのが EGの共和分検定であり、PP検定を使うのが POの共和分検定である。 
変数
ADF PP ADF PP
非遺伝子組換え大豆 -1.122 -1.154  -16.033*  -16.051*
一般大豆 -1.070 -1.144  -16.765*  -16.780*
原油 -1.960 -2.247  -17.443*  -17.574*





Zα Zτ Zα Zτ
非遺伝子組換え大豆 -7.995 -1.977 -8.227 -2.006
原油 -12.378 -2.553 -13.864 -2.693
非遺伝子組換え大豆 -2.584 -1.109 -2.959 -1.190
エタノール -11.982 -2.670 -13.162 -2.763
一般大豆 -7.893 -1.911 -8.218 -1.953
 原油 -12.146 -2.525 -13.639 -2.668
一般大豆 -2.727 -1.068 -3.148 -1.160
エタノール -12.026 -2.676 -13.208 -2.768
非遺伝子組換え大豆  -41.547*  -4.628*   -41.911* -4.647*
 一般大豆  -41.781*  -4.618*  -42.432*  -4.653*
原油 -7.392 -1.929 -8.126 -2.021
エタノール -9.213 -2.314 -12.374 -2.626
備考：帰無仮説は共和分なしとする。*は5％有意水準で有意であることを示す。
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